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あらまし　本報告で は，同
一の イベ ン トを異なる視点 で 撮影 した同

一
場面検出手法を提案する．近年，大量に蓄積され

たニ ュ
ース 映像を内容 に 基づ い て扱う技術が必要 に な っ て い る．我 々 はそ の 中で も， 同

一
場面の検出に注目して お り，

こ れまで ， 映像を人物領域と背景領域に分割 し，それぞれの領域同士を独立に 照合 し，その 結果を統合する領域別照

合手法を提案 して きた．しか し，
こ の手法は，ある程度撮影視点が異なる映像には頑健ではあるが ， あ まりにも異な

る映像の検出は 困難であっ た．そ こ で本報告 で は，従来の画像特徴に加え，音声特徴を追加し た同
一場面検出手法を

提案す る．音声特徴に よ り検出で き る映像は 限 られ る が ，撮影視点 に 関わらず同
一
場面を検出する こ と が で きるた め，

精度の向上が期待できる．実際に放送 された ニ ュ
ース映像で 同

一
場面検出実験を行い ，提案手法の 有効性を確認 した．

キーワード　同
一

場面検出，撮影視点の 違い
， 音声特徴 画像特徴 ，
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Abstract　In　this　report
，
　we 　propose　a　method 　to　detect　scene 　duplicates　from 　news 　videos ．　Scene　duplicates　are

videos 　taking 　the　same 　event 　from　different　perspectives．　Recently，　technology　to　deal　with 　the　large　amount 　of 　news

videos 　based　on 　their　contents 　is　needed ．　Among 　them ，　we 　are 　focusing　on 　the　scene 　duplicate　detection　problem．

To　detect　scene 　duplicates
，
　we 　have　previously　proposed 　a 　region −based　matching 　method ．　This 　previous　method 　is

robust 　to　minor 　difference　of　perspectives．　However，　it　was 　difHcult　to　detect　shots 　in　the　case 　of 　a 　major 　difference

of 　perspectives．　In　order 　to　deal　with 　this　problem，　the　proposed 　method 　detec七s　scene 　duplicates　by　audio 　features

in　addition 　to　image　features．　 Although　a 　detectable　shot 　is　restricted ，　audio 　features　can 　detect　scene 　duplicates

regardless 　to　perspectives．　 Therefore
，
　we 　expect 　to　accuracy 　to　improve．　 Scene　duplicate　detection　experiments

were 　conducted 　using 　actual 　news 　videos ．　Rom 　the 　results
，
　we 　confirmed 　the　effectiveness 　of 　the　proposed 　method ．

Key 　words 　Scene　duplicate　detection，　difference　of　perspective，　audio 　feature
，
　image　feature

，
　news 　video
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1． は じ め に

　近年，記 憶装置や通信技術の 発達に より，放送映像を大量に蓄

積で き る よ うに な っ た．放送映像の 中で も，ニ ュ
ー

ス 映像は実世

界 の 出来事 を記録 して お り，資料 的観点 か ら価値が 高い ．ニ ュ
ー

ス 映像を資料 として活用 するた めに は，大量 に 蓄え た ニ ュ
ー

ス

映像を 内容に基 づ い て 扱 う技術 が 必要 とな る．本研 究で は，そ

の よ うな技術の 中で も，ニ ュ
ー

ス 映像から Near−duplicateを

検 出す る 技術 に 注 目す る．Near−duplicateとは，あ る同
一

の 時

点 ・場所 で起 こ っ た実世界 の 出来事 （イ ベ ン ト）を撮影 した 映

像，または ，異なる時点 に 同じ対象を 撮影 した 映像 の こ とで

ある．Katayama らは，　Near −duplicateが多い 映像ほ ど重要で

あ る とい う考 え に基づ き，News 　Shot　Cloudとい う大 規模 な

ニ ュ
ース 映像の

一
覧表示 方法を提案 した ［i］．Ogawa らは，言

語が異な る国に お けるニ ュ
ー

ス 中の イベ ン トを 同定す るため に，

Nea エーduplicateを 利用 した ［21．こ の よ うに，　 Near −duplicate

はニ ュ
ー

ス 映像を内容 に 基づ い て 扱 うため に ，重 要な 手がか り

とな る．

　表 1に 示すように，Near−duplicateは 3種類に 分けられる ［3］．

　（1） Strict　Near−duplicate：同
一

の イ ベ ン トを 同 じ視 点 で

撮 影 した 映像 の こ と．図 1（a ）に示 す よ うに，編 集，字 幕 制 作

などに よ る違い があ り得 る，

　（2）　Object　Duplicate：図 1（b）に示す よ うに，異 な るイベ

ン トに おい て，同 じ撮影対象を同 じ場所で 撮影 し た映像の こ と．

　（3） Scene　Duplicate：図 1〔c ）に示 す よ うに，同 じイベ ン

トを 異な る視点か ら撮影 し た 映像の こ と．し ば し ば 複数の 放送

局 によ る撮影 映 像 に見 られ，編 集 の違 い か ら，放送 され る 区 間

が異なる こ とが多い ．

　本 研究 で は，（1） と （3） を合 わせ て 「同
一

場 面」 と呼び，こ

れを ニ ュ
ー

ス 映像か ら検出する 手法を 提案する ．ニ ュ
ー

ス 映像

で は，あ る 1 つ の イベ ン トに関するニ ュ
ー

ス で も，放送 局 ご と

に使われ る映像や報道の仕方が異 なる場合があ る，こ の よ うに，

ニ ュ
ー

ス 映像 は 放送局 ごと に 多様で ある が，同
一

場面 を検出で

きれ ば，あ る 1 つ のイ ベ ン トを様 々な視 点 のニ ュ
ース 映像 か ら

理 解する こ とが 可能 に なる．

　 同
一

場面 の検出を 目的 とした 研究 と して，Takimoto らの研

究［4］や Wu らの 研究 ［3】が あ る．　Takimoto らは，映像中の フ

ラ ッ シ ュ を利用 した検出手 法を提案 して い る．しか し，こ の手

法は，フ ラ ッ シ ュ が映 っ て い な い 映像は検出で きな い ，Wu ら

は，映像中の 人 物の 特徴点の 不均
一
性パ ター

ン に基 づ い て 同
一

場面 を検出す る手法を 提案 して い る，こ の 特徴 点の 不均
一

性パ

ター
ン は ，人物の 動き の 緩急を 表す特徴で ある．人 物の 動き の

緩急 は，撮 影視 点 の 違 い に頑 健 で あ り，ま た，同 じ撮影 対象で

も撮影時刻に よ っ て 変化する．し たが っ て ，撮影時刻が異なる

（2） と （3）を区別 して 検出する こ とがで き る，しか し，この

手法は ，図 2 に 示す よ うな，背景 に 文字や 絵がある よ うな 場合

（記 者 会 見 映像 な ど） で は 検 出 が 困難 とな る．こ の よ うな 映像

で は，背 景 に特徴点が集ま り，人 物に特徴点が少な くな るた め，

人物の 動きの 緩急が正し く抽出で きない ためである．そ の た め，

実 際の ニ ュ
ー

ス 映 像へ そ の ま ま適用で きな い ．

表 1Near −duplicate の 分類

イ ベ ン ト 撮影対象 撮影視点

（1）

（2）

（3＞

同
一

異なる

同
一

同
一

同一

同一

同
一

同
一

で も異なっ て もよい

異なる

（a）Strict　Near −duplicate ：同
一

の イベ ン トを同 じ視点で 撮影

（b）Object　Duplicate ：異なるイベ ン トで 同 じ対象を撮影

（c）Scene　Duplicate ： 同一のイ ベ ン トを異なる視点で撮影

図 1Near −duplicateの分類

図 2　人物の特徴点が少ない 映像 ［3］

　 これ に対 して我 々は，映像の各 フ レ
ー

ムを人物領域 と背景 領

域 に分 割 し，そ れぞれ の領域同士 を独立 に照合 し，その 結果を

統合する領域別照合手法を提案 した 同．また，撮影視点がある

程 度異 な る映 像 に対す る有効 性 を確 認 した，しか し，あ ま りに

も撮影視点が異な る場合に は 検出が困 難で あ っ た．

　そ こ で 本報 告で は，従来の 画像特徴に加 え，映像に付属する

文字放送字幕 （Closed　Caption｝CC ）に よ る 前処理 と，音声

特徴を追加 し た 同
一
場面検出手法を提案する．CC は，ニ ュ

ー

ス 中の 音声を書き下 した もの で あり，映像中に音声に基づ くテ

ロ ッ プが存在す る場合は省略さ れ る こ とがある．CC と音声特

徴は，そ れ ぞれ 検出で きる 映像が 限られ るが，撮影視点に 関わ

らず同
一

場 面 を検 出す る こ とが で き る．そ のた め，CC に よ る

前 処理 を 行 い，音声特徴 と画像特徴を 利用す る こ とで，精度の

向上が期待で きる．

　以 降 2．で は提案手法に つ い て述べ ，3．で評 価実験につ い て

述べ ，そ の 結果に つ い て 考察する ．最 後 に 4．で 本報告を ま と

め る．
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図 3　提 案手法の処理 の流れ
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　 　 　 （c ）正規 化 相互相関の 計算

図 5 音声 特 徴 によ る類 似 度計 算 の流 れ

2． 提 案 手 法

　提案 手 法 の 処 理 の 流 れ を 図 3 に示 す．初 め に ，入 力 データ

に つ い て 説明 す る，図 4 に 示 さ れ る よ うに，入 力デ
ー

タ は，音

声，映像，そ して CC か らな る．そ れぞ れ破線で 囲ま れ た部分

が入力デ
ー

タで ある．横軸は 時刻を表 し，映像の各サムネ イル

が シ ョッ トを表す．また，あ る イベ ン トに 関す る 意 味的な ま と

ま りで あ る ス トーリは，シ ョ ッ トの 集 ま りか ら な る．映 像 は，

シ ョ ッ トを 入力 とす る．音声 は，シ ョ ッ トに 対応す る 区間を用

い る．ま た，CC は，シ ョッ トが含 まれ るス トーリに対応す る

部分 を用 い る．まず，入力 CC に よ る 前処理 を 行い t
　 CC が類

似 す る入力 データ組 を以 降 の 処 理対 象 とす る，次 に，音 声 特徴

に よ る照合で は，音声波形の正 規化相互相関 を計算 して類似度

とする．映像中の 話者 と音声が一
致する 同

一
場面で は，入力音

声組 はほぼ
一
致す るた め，単純な特徴で照合する こ とがで き る，

画 像特徴に よ る 照合 で は，入力 シ ョ ッ ト組を人 物領域 と背景領

域に分割 し，それ ぞれ の領 域を撮影 視 点 の違 い に頑健 な特徴 を

用 い て照合 し，その 結果を統合 して 類似度を計算する．最後に，

計 算 され た類似 度を 評価 し，入 力データ組が同
一

場面 か どうか

を 判別 す る．以 降，各処理 に つ い て 順 に 詳 述す る．

　2．1　 CC による前処理

　同一場面 は同一時 刻 の 映像 で あ る ため ， 映 像 に対 応す る CC

も類似する こ とが期待される，そこ で ，入力 CC 間の 類似度

を計算 し，類似度が しきい 値未 満 の 入力 データ組 は 同
一

場 面 の

候補か ら外す，類似度の 計算 で は，まず，CC を形態素解析 し，

品詞判別を行う，そ し て，得られた形態素の 品詞 情報を用 い て

キー
ワ
ードとな る 語を抽出す る，こ の とき，キー

ワ
ードは 名詞

と 未定語 とす る．そ し て，得 られ た キーワードとそ の 出現頻度

を キー
ワ
ードベ ク トル と し，その 余弦距離を計算 し，類似度 と

する．

　入力データの 説明で 述べ た よ うに ，入力 CC は，入力シ ョ ッ

トが含 まれ る ス トーリに対 応 す る CC とす る．入 力 シ ョッ ト組

が 同
一
場面で あるな らば，そ の シ ョ ッ トが含 まれる ス トーリ組

も類似 し，そ れ に対応す る CC も類似す る こ とが期待 され る．

こ こ で，シ ョ ッ トに直接対応する CC を用い ない の は，類似度

を 安定 して 計算 で き な い ほ ど長 さが 短い シ ョ ッ トが存 在 す る こ

と，テ ロ ッ プが存在する 時は CC が 存在 し ない 場合が あ る こ と

等の 問題が ある ため で ある．これ らの 原因に よ り，正 し く CC

組の 類似度を 測れ な い 恐 れ がある．一
方，ス ト

ー
リは シ ョ ッ ト

の 集合で あ る ため，ある 程度の 長さ に な る ，また，ア ナウ ン サ

が 発 言 す る際 に は テ ロ ッ プで は な く，CC が 存 在 す る，ま た ，

ス トーリ中に アナ ウ ン サ によ る発言が存在 しない こ とは稀で あ

る，その た め，ス トーリの CC を用 い る と，先述の 問題 を 回避

で き る．

　ま た，ス トーリの 検出手法 と して は，井手 らの CC を用い た

手 法 ［6］な どが 挙 げ られ る．本 論 文で は，こ の よ うな 手 法を用

い て ス ト
ー

リを精度良く検出で きる もの と仮定す る．
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　　　　　　魁韈 ■
　　 　　 　 背景顕域 人物預域 背景領域

（c ）中心領域の切り出し

図 6 領 域 分 割
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　2．2　音 声特 徴 によ る照 合

　ニ ュ
ー

ス 映像に おい て，映像中の話者 と音声が
一

致 す る 同
一

場面で は，入カシ ョ ッ ト組の 音声がほ ぼ一
致す る．しか し，そ

うはな らな い 同
一

場 面，例 え ばア ナ ウ ンサ に よ るナ レ
ー

シ ョ ン

が重 畳 する よ うな同
一

場面 で は，音声は
一

致 しない ．そ こ で，

入力シ ョ ッ ト組の 音声の 類似度を計算 し，類似度がし きい 値以

上の シ ョッ ト組を 同
一
場面 であ る と判別す る．

　具 体的に は ，事前処理 と し て，ま ず，入力 シ ョ ッ トの 音声の

サ ン プ リン グレートを 4kHz に揃 える，こ れ は，後 の 処理 の 計

算時間を短縮するためである．音声特徴で は，ほ ぼ
一

致す る音

声 を検 出す る こ とが 目的で あ るの で，サ ン プ リン グレ
ー

トの 低

下 はほ ぼ影響がない と考 え られ る．次に 音声 の 正 規化を行 い，

ボ リュ
ーム を揃 える．最後 に，入力 シ ョ ッ ト組の 音声があ る時

間よ り も短い場合，その 音声の 類似度は 0 で あ る とす る．こ れ

は，極端に 短い シ ョ ッ トの 音声に は，音声で 判別で きる 同
一

場

面が存在 しない か らである．また，そ の よ うな シ ョッ トの 音声

を照合 に 加 え る と，誤検出の 原 因 とな る た め ，類似度を 0 とす

る こ とで あ らか じめ照 合 か ら除 外す る．

　次に，類似度 の 計算方法 に つ い て 説明す る．処理 の 流れ を

図 5 に 示 す．図 5（a ）が前 処理 を行 っ た入 力 シ ョッ ト組 の 音 声 で

ある．まず，図 5（b）に示す よ うに，入力シ ョ ッ ト組の 時間長 が

短 い 方の シ ョッ トの 音声 の 末尾 に無 音部分 を加 え，入 力 シ ョッ ト

組の 音声の 長さを揃える．こ の よ うにする ことで，短い 音声に

無 音部分 が 多 く含 まれ る こ とにな り，短い シ ョ ッ トに長い シ ョッ

トが誤っ て 対応づ きや すい 問題を 回避す る．最後に，図 5（c ）に

示 す よ うに，片 方 をサ ン プ リン グ レ
ートで ずら し なが ら音声波

形 の 正 規化相互 相関 を 計算 し，その 中 で最 も大 き い 相 関 を入力

シ ョ ッ ト間の 音声 の 類似度 とす る．

　2．3　画 像特徴に よる照合

　画像特徴 に よ る 照合は ，領域分割，領域別の 個別 照合，個 別

照 合結 果 の統合 か らな る．以降 各処理に つ い て説明する．

　2．3．1 領 域 分 割

　まず，図 6（a ）に 示すよ うに ，Viola らの オ ブジェ ク ト検出手

法 ［7】を用 い て，入 力 シ ョ ッ トの 各 フ レ
ームか ら顔 を検出する．

次 に，図 6（b）に 示 すよ うに ，検出され た 顔の 横 幅 に基 づ い て，

入 力シ ョ ッ トを横 に 3 分 割 す る．中央の 領域を人物候補領域 と

し，左 右の 領域を背景候補領域 とする．

　ニ ュ
ー

ス 映像 には，各番 組 が独 自の テ ロ ッ プな どを挿入する

図 7 映像の 明る さが 異な る同
一

場面例

場合が多々 あ る．こ の よ うな テ ロ ッ プは
， 照合の 妨げに な る．

そ こ で ，図 6（c）に示すよ うに，人物候補領域 と背景候補領域

に分割 した シ ョ ッ トか ら，テ ロ ッ プが挿入 さ れ る可 能性が低い

中心 領域を 切 り 出し，照合に 用い る．切 り 出され た 中心領域の

中央 部分 を 入物 領 域，左右 を 背景 領 域 とす る，また，背景 領 域

は入力シ ョッ トの 最初の フ レームの み を用 い る．こ れ は，背景

領域に 関 して は，シ ョ ッ ト中で 大 き く変化する こ とが少 ない た

め で あ る．

　2 ．3 ．2　領域別の 個別 照合

　領域別の 個別照合は，人物領域の 照合と，背景領域の 照合か

らな る，以 降 各処理 につ い て説明 す る．

　a ＞ 人物領域の 照合

　人 物領 域 の 照 合 は，映像 中 の 人 物 の 特 徴 点の 不 均一性 パ ター

ンに基づ く同
一

場面 の検出手法 ［3】によ り行 う．まず， 入 力シ ョッ

トか ら特徴点を検出 ・追跡 し，複数の 特徴点軌跡を 得る．そ し

て，以降の 処理 の 計算 時間 を短 縮 す るた め に，全 て の 特徴点 軌

跡を平 均する．本研 究で は ，特徴点軌跡の 検出・追跡を人 物領

域 の み に限定 して い るため．外れ 値の 影響 は少ない と考 え られ

る．次に ，平均 した特徴点軌跡か ら，Incensistencyを フ レー

ム ごとに算 出す る．Inconsistencyは，特徴点 の 動 きの 緩急 を

表 し，値が大 きい フ レーム で は，特徴 点の 動 き の 向 きや 速 度 が

大 き く変化す る．最後 に，シ ョッ ト間の 類似度を 求め る．ある

ウィ ン ドウ内で Inconsistencyが極大値を と るフ レーム を求 め，

その 前 後 w フ レーム の Inconsistencyの 正 規化相互 相関の 平均

を類似度 とす る．こ こ で，同
一

場 面 は放送 され る部 分 が番 組 に

よ っ て 異 な る 場 合が あ る た め，オ フ セ ッ トご とに 類似度を 計算

し，最 も大 きい 類似 度を シ ョ ッ ト間の 類似re　Rfaceとす る．

　b ） 背景領域の 照合

　本研 究で は，背景領 域 の 類 似 度 として ，色 ヒ ス トグ ラ ム 間の

距 離を 用 い る．こ こで 図 7 に 示 す よ うに
，

ニ ュ
ース 映像 は，録

画 状況や 各放送局の 規定に よ っ て 同
一

場面 で も映像の 明 るさが

異なる場合がある．この 明 る さの違い に よ る検 出漏 れや 誤検出

を 避け る ため に ，色 ヒ ス トグラ ム に は HSV 値の 色相 （H ） と

彩度 （S）の み を用 い る．まず，領域分 割 さ れ たシ ョッ トの 最初

の フ レーム から色相と彩度を求め，2 次元 ヒス トグラム を計算

す る．次に，ヒス トグ ラム 間の Bhattacharyya 距離を求め，1

か ら減 じる こ とで背景領域の 類似度 Rbg を 計算 す る．

　2．3．3　個別照合結果 の 統合

　人物領域の 類似度 Rf。ce と背景領域の 類似度 Rbg から，入カ

シ ョ ッ ト Si，　 S
」 間の 類似度 Rfu。i。n を次式で計算す る．

Rf。 。i。 。 （Si，　Sj）＝α Rf。 ce （Si，Sゴ）＋ （1一α ）Rbg （S、 ，Sゴ） （1）

こ こ で，α は 0から 1の値を とる重み 係数を表す，
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表 2 実験 に 用い た 映像 （2012 年 6 月 7 日〜2012 年 6 月 13 日） 表 3　実験結果洞
一

場面 検出の 検出精度

放送局 番組 名 放送時刻

NHK 総合　 　ニ ュ
ー

ス　 　　 　　 　 　　12：00 〜12 ：20

東海テ レビ　 FNN ス ピーク　　　 　　 11：3D 〜11 ：55

中京 テ レビ　 NNN ス トレ イ トニ ュ
ース 　11：30 〜11，55

CBC テ レ ビ　JNN ニ ュ
ース 　 　 　 　 　 11；30 〜11 ：55

メ〜テ レ　 　 ANN ニ ュ
ース 　 　 　 　 　 11：45 〜12 ；00

綿壽 

alb

沸　
’

図 8　提案手法に よ る検出成功例

　 2．4　音声と画像を 組み 合わせた類似度の 評価

　映像中の 話者 と音声が一
致する同

一
場面で は，音声がほ ぼ

一

致するた め，音声特徴に よ っ て撮影視点に関 わ らず同
一

場 面 を

検 出 でき る．そ こで ，音声 特徴の 類似度が しき い 値以上 の 入力

デ
ー

タ組 は，画像 特徴 の 類 似度 に 関 わ らず同
一

場 面 で あ る とす

る．入 力 データが 複 数の 場合，全 て の データ間で 類似度を 計算

す る．そ して，データ間 の類似 度が最 も大き い もの を選 択する．

また，入力デ
ー

タに 同
一

場面が存在 しない 可能性があるた め，

類似度が しきい 値以上の もの を同
一

場面 と判別す る．しき い 値

は，線形 判 別分 析 法 に よ っ て決 定 す る．

手法
利用 す る特徴

再現率 適合率 F 値
CC 音声 画像

提案手法 〆 ／ 〆 0，64503260 ，433
比較手法 1 〆 ザ 0．2550 ．8790 ．395
比較手法 2 〆 ／ 0，5250 ．2430 ．332
比較手法 3 〆 〆 0．4800 ．3900 ．430

比較手法 4 〆 0．2450 ．5830 、345

比較手法 5 ［5］ 〆 0．5000 ．2270 ．313

類｛以度 ： 0．43
一

類似度 ： O．52
一

図 9　音声特徴に よ る検出成功例

類似度 ：0．41
一

類似度 ： 0，39
一

甑　 c
．

図 10　音声特徴に よ る誤検 出例

3． 実験 ・考察

　実際に 放送 され た ニ ュ
ー

ス 映像に 本手法を適用 した実験 の 結

果 に つ い て 述べ る．

　3．1　実験用 映像

　本実験で は，入力ニ ュ
ー

ス 映像 と して ，2012 年 6 月 7 日か

ら 2012 年 6 月 13 日に放送 され た もの を用 い た，用 い た放送

局 と番組 放送時刻を 表 2 に 示 す，また，入力ニ ュ
ー

ス 映像の

フ レーム レートは 29．97 ［frames／sec ］，解 像度 は 1，440　x 　1，080

［pixels］であっ た．こ れらの 映像か ら，人物を中心に撮影され

た シ ョッ トを人 手で 計 678 シ ョッ ト切 り出 した．この 678 シ ョッ

トの うち，200 シ ョッ トは同
一

場 面 が存在 し，478 シ ョッ トは同

一
場面が存在 しなか っ た．なお，同

一
場面の 検出精度へ の 影響

を排除す るため，ス トーリ 262 個 は全て人 手 で検出 し， 人物領

域は 人手で 切 り出 し た．

　 3．2　 実 験 方 法

　提案手法に お い て ，CC に よ る 前処理 の 有無 と照合に 用 い る

特徴の 組み合わ せ を変え た手法を比較手法 として ，同
一
場面の

検出精度を比較 した．こ こ で ，画 像特徴の みを 利用 す る比較手

法は 従来手法 ［5］に 相当す る．評 価基準 と し て，適合率，再 現

率，F 値を用い た．

　3．3　実 験 結 果

　各手法に よる実験結果の 適合 率，再現 率，F 値 を表 3 に示 す．

提案手 法が F 値に 関 し て 最 も高 くな り，提案手法の 有効性を 確

認 で き た．また，図 8 に 示 す よ うに，撮 影 視点 の 異 な る同一場

面 を検 出で きた．

　 3．4　考　　 察

　音 声 特徴 によ る照 合 につ い て 考察す る．音声特徴に よ る検出

成功例の 音声波形 を 図 9 に示す．中心 あた りの 振幅 が小 さい 部

分 な ど，波 形 の 特 徴 的 な部分 が 類似 して い る こ とが わか る．そ

の よ うな特徴的な部分が類似する と，正規化相互 相関 は大き く

な る ため，検出す る こ とが で きた，また，データセ ッ ト中に 話

者 と音声が
一

致する 同
一

場面は 53 シ ョ ッ ト存在 し，そ の うち，

比較手法 4 で は 49 シ ョッ トが検出され た．こ の こ と か ら，音声

波 形 の 正 規化相互 相 関 に よ る照 合 の 効 果 を確 認 で き る．また，

誤検出例を図 10 に 示す．どちらも振幅が大きくな る区間の 前

後 に，振 幅 の 小 さ い 区 間 （a ），（b），（c ）が 見られ る，音声を確

認 す る と，（a ）は微 小 な 雑 音．（b），（c ） は音楽 が背 景 に 流れ て

お り，その 部分の 相関が大き くな り，誤検出され た．こ の よ う

に，音声波形の 先頭，または末尾 にお け る雑音な どは誤 検出の

原 因 とな る，そ こ で，事前 に除去す る，また は類似度の 計算に

用 い な い な どの 処理 が必 要 だ と考 え られ る．

　音声特徴の み を 用 い た比較手法 4 と，画 像特徴の み を用い た

比較手法 5 を 比べ る．比較手法 4 で は，図 11 に示す よ うな，

画 像特徴で は検出が難 しい 大 き く撮影視点の 異 な る シ ョ ッ ト組

が検 出で き る，しか し，図 12 に 示 す よ うに，映像中の 話者 と音

声が
一

致 しない シ ョ ッ トと映像 中の 話者 と音 声 が
一

致 す る シ ョッ

トの 組み合わ せ の 場合，音声特徴の み で は検出で きず，画像特

徴の み で検出で き る，そ こ で，これ らの特徴を組み合わ せ た提

案手法で は，両方の シ ョ ッ ト組が 検出で き る．ま た，表 3 に 示
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類似度 ：O．41
一

類似度 ；O．39
一

図 11 音声特徴で検出で き，画像特徴で 検出で きなか っ た例

塑 製

類f以度 ：0．62
一

L−一＿一＿＿＿＿＿＿一一一＿＿＿＿

図 12 画像 特 徴 で検 出 で き，音 声特 徴 で検 出 で きな か っ た例
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な しきい 値 の 決定方法を検討する必要がある，

4． む　す　び

図 13　提案手法で 検出で き なか っ た例

す よ うに，比 較手 法 4 は適合 率 は高 い が 再 現率 が 低 く，比較 手

法 5 は適合率は低い が再現率は高 くなっ た，こ れは，音声特徴

は映像中の 話者 と音声が
一

致す る同
一

場 面 のみ を撮 影視 点 に 関

わ らず検出で き，画像特徴 は大 き く撮影視点の 異 な る 同
一
場面

は検 出が 難 しい が，検 出対 象 を限 定 しな い ため で あ る と考 え ら

れ る．これ らの 手法と比較 し，両方 の 特徴を用 い た比較手法 3

は ， 適合率 と再 現 率 のバ ラ ン ス が とれ，F 値が高 くな っ て お り，

全体の 精度が向上 して い る．よっ て，性質の 異なる 2 つ の 特徴

を用 い る こ とは効果的で あ る とい え る，ま た，提案手法で 検出

で き なか っ た 例を 図 13 に 示 す．一
方の シ ョ ッ トが 話者 と音 声

が
一

致 しな い シ ョ ッ トであ り，撮影視点が大 き く異な っ た た め，

音声特徴 と画像特徴で 検出で きなか っ た．こ の よ うなシ ョ ッ ト

を検出す るため に，性 質 の 異 な る特徴，例え ば服の 色 や ネ クタ

イ の色な どの 特徴 を さ らに 組 み合 わせ れ ば，さ らな る精度の 向

上を実現で きる と考えられる．

　 CC に よ る前 処理 を用 い た手法と，用い なか っ た 手法を比較

する と，精度が 向上 し てい る．こ れ は，CC に よ る前処 理 が有

効 に働い て い る ため で あ る とい え る．CC に よ る 前処理 は，類

似 しない ス ト
ー

リの 絞込 み であ るた め，前処 理 を行 う と適合 率

が上 昇す る と予想 され る．比較手法 1 と 4，比較手法 2 と 5 は

適合率が上昇して い るが，提案手法 と比較手法 3 では再 現率 が

上昇 し，適合率が減少 し て い る．こ れ は，判別分析法に よっ て

決定 した しきい 値の ため で ある と考え られる．前処理でス ト
ー

リが類似す る入 力データ組 の み に絞 り込 ん だ ため に，しきい 値

が下 が り，再 現率が 上昇 し た も の と考え られ る，今 後 は，最 適

　本 報告で は，ニ ュ
ース 映像に お ける音声特徴 と画像特徴に よ

る 同
一
場面検出手法を 提案 した．また，提案 手法の 有 効性 を 確

認 す る ため に，実 際 に放送 され たニ ュ
ー

ス 映像 か らの 同
一

場 面

検出を行っ た．提案手法で は，性 質が異 な る 2 つ の特徴に よ り，

同
一

場 面を検 出 した．音声特徴 に よ る検出で は，音声波形 の 正

規化相互相関を用い て 類似度を計算 した．画像特徴 によ る検出

で は，映像の 各 フ レーム を人 物領域 と背景領域に分割 し，そ れ

ぞれ の領域同士 を独立に照 合 し，その 結果 を統合 して類似度を

計算 した．

　提案手法の 有効性を 確認す るた めに，実際の ニ ュ
ー

ス 映像を

用 い た同
一

場 面検 出 実験 を 行 っ た．CC に よ る前 処 理 の 有 無 と

照合に 用い る 特徴の 組 み合 わせ を変 えた手法 を 比較手 法 とした．

そ の結果，提案手 法の F 値が最 も高 く，提案手法の有効性が 確

認で きた．今後は，音声処理の 方法や最適な しきい 値の 決定方

法 さ らな る特徴を組 み 合 わせ る こ とを検 討 して い く．ま た，

同
一

場 面検 出技術に よ り検 出 され た同
一

場 面 には ， 意味 的 な関

連がある ため，同
一
場面を検出する こ とに よっ て，ニ ュ

ー
ス 映

像間を 意 味的に関連づ け る こ とが で きる，こ の よ うな関連づ け

を利 用 し た応用 に つ い て も，今後検 討 して い く．
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